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                        （これは、ロンドンにて8 月5日付で配信したものを、日本の皆様に向けて抄訳したものです） 

 
 

スタンダードチャータードPLC：2008年度上半期決算で税引き前利益25.9億米ドル              

（前年比31%増）、営業利益69.9億米ドル （前年比33%増）を計上 

 

スタンダードチャータードPLC（スタンダードチャータード銀行の最終持ち株会社。本社：ロンドン、CEO ：ピー

ター・サンズ）は、8月5日付で2008年度上半期決算（2008 年6 月30 日締め）を発表いたしました。税引き前

利益は25億9000万米ドル（前年比31%増）、営業利益は69億9000万米ドル（前年比33%増）と、引き続き

好調に業績を更新しています。また、一株当たり利益は前年比で19.6%増の120.4セントとなっているほ

か、当行グループ取締役委員会より、25.67セント（前年比11セント増）の中間配当を行うと議決いたしま

した。  

買収事業以外の利益の伸びは28%（前年度：23%）を計上。また、営業利益の85%はオーガニック成長

（事業母体からの収益）から創出されていますが、この数年にわたり当行が主要市場で実施してきた統

制のとれた投資が、今回の財務結果に結びついたと考えています。当行グループの成長を支えるホー

ルセールバンキング・コンシューマーバンキング両部門においては、各々30億米ドル超の収益を計上し、

力強い成長モメンタムを示しています。 

 

グループ最高経営責任者（CEO）であるピーター･サンズは以下のように述べています。              

「金融市場に混乱が見られる中、今回、財務および事業戦略面ですばらしい実績を残すことができ、大

変うれしく思っています。スタンダードチャータード銀行は、その良好な経営基盤により、この不確実な

経済環境下において、あらゆる事業機会に投資可能な確固たるポジションを確保しています」 

 

スタンダードチャータード銀行が事業展開する主要市場での業績は、そのほとんどが好調に続伸して

います。グループ最大規模の市場である香港では、税引き前利益が前年比で 28%、同様に、グループ

で第二の規模を誇る市場インドは 89 %、シンガポール 55%、アフリカ諸国 41%、アラブ首長国連邦

（UAE）65%の伸びを示しています。また、同利益の伸び率が 9 市場のうち 7 市場で 25%超、4 市場で

40%超を記録しています。  

 

アジアの主要市場は、底堅い需要と国内地域間における取引量の伸びに支えられ、引き続き堅調な経

済成長を遂げています。また、アフリカ諸国の経済についても、アジア経済成長の波を受け、コモディテ

ィへの需要も高まったことから好調に推移しています。一方、中東地域では高騰する石油価格と十分な

流動性による経済への好影響が見られます。 

 

 



   
 

 

ホールセールバンキング部門においては、税引き前利益は38％増と、これまでに例を見ない好調な業

績となりました。これは、商品ラインアップ、顧客セグメント、各地域市場に見られる広範で多岐にわた

る同部門の事業形態によるものです。当上半期は引き続き堅調な業務取引となり、同部門の企業顧客

数（手数料による収益額：500万米ドル以上）が60％と大幅にアップしました。 

 

コンシューマーバンキング部門においては、支店網への投資プログラムを推進した結果、支出が 22%の

伸びとなった一方、営業利益率 15%、税引き前利益 2%を計上致しました。また、中小企業（SME）向け

金融サービス、ウェルスマネジメント事業が引き続き堅調であったことから、買収事業以外の利益は

10%と二桁成長を達成しています。 

 

グループ財務最高責任者（CFO）であるリチャード・メディングスは、以下のように述べています。「明確

で一貫した事業戦略に基づき、この数年間主要市場において実施してきた大幅な事業投資により、今

回の飛躍的な収益成長を達成することができました。当行グループの収益成長は、特定の市場や事業

に限られているものではなく広範にわたり見られるものです。これは、現在のような不確実な時代にお

いて、私どもがいかに柔軟かつ堅固な事業母体を維持しているかを表しています」 
 

当行グループの自己資本および流動性については堅調に推移しており、Tier I 項目の自己資本率は、

目標数値内でも上のレンジである8.5%、総資本率は14.9%となっています。また、バランスシート上、23 %

相当が流動性資産であり、インターバンク市場では資金放出ポジションでした（6月30日現在）。  

 

2 月初旬、アメリカン・エキスプレス銀行買収が完了し、第 1 四半期には 48 市場のうち 24 市場におけ

る事業統合を正式に終了いたしました。当初計画比で 1 億ドルを超える年経費削減に取り組んでおり、

2009 年までに二桁収益を計上する予定です。 

 

 

財務ハイライト 
        (単位：百万米ドル) 

当行グループ 

 
2008 年度上半期 2007 年度上半期 増減（%） 

営業利益 6,987 5,263 33 

営業費用 (3,900) (3,297) 34 

税引き前利益 2,586 1,980 31 

ホールセールバンキング部門 

営業利益 3,664 2,487 47 

税引き前利益 1,648 1,197 38 

コンシューマーバンキング部門 

営業利益 3,177 2,772 15 

税引き前利益 802 788 7 

 



   
 

国・地域別実績 
(単位：百万米ドル) 

2008 年度上半期 2007 年度上半期 国・地域 増減（%） 

香港 656 514 28 
シンガポール 317 205 55 
マレーシア 152 97 57 
韓国 209 195 7 
その他アジア太平洋地域 353 281 26 
インド 606 320 89 
MESA 386 289 34 
アフリカ 157 111 41 
米州・英国およびグループ (250) (32) - 

       

 
 

 

詳細については、当行グループウェブサイトのIRページ  

http://investors.standardchartered.com/_（英語）へアクセスしてください。 
 

 

 

当件に関するお問い合わせは下記にて受け付けます。 
 
Arijit De 
Head of Media Relations 
Standard Chartered PLC 
T: +44 (0)20 7280 7163 
M: +44 7770 544 387  
Arijit.De@standardchartered.com
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森田 早智 

スタンダードチャータード銀行 東京支店 

コーポレートアフェアーズ部 

Tel: 03-5511-1245/ Fax: 03-5511-9333 
Sachi.Morita@standardchartered.com

クリストファー・ドミター 

スタンダードチャータード銀行 東京支店 

コーポレートアフェアーズ部 部長  

Tel: 080-1037-6223 / Fax: 03-5511-9333 
Christopher.Domitter@standardchartered.com
(日本語で対応します) 

http://investors.standardchartered.com/_
mailto:Arijit.De@standardchartered.com
mailto:Sachi.Morita@standardchartered.com
mailto:Christopher.Domitter@standardchartered.com


   
 

 
 

スタンダードチャータード銀行－アジア・アフリカ･中東地域における先駆者として 
 
スタンダードチャータード銀行の最終持ち株会社であるスタンダードチャータードPLCは、ロンドン証券取引

所ならびに香港証券取引所に上場し、時価総額ベースでFTSE100 構成銘柄の上位25社にランキングされ

ています。ロンドンに本拠地を置く当行グループは、創立以来150 年以上の歴史を誇り、世界で最もダイナ

ミックな市場－アジア・アフリカ・中東地域における先駆者として事業展開しています。グループ収益はこの5
年間で2倍強となりましたが、これは事業母体の収益成長（オーガニック成長）に加えて買収事業の後押しに

よるものです。 
 
スタンダードチャータード銀行は、お客様のニーズに注力した世界最高のインターナショナルバンクを目指し

ています。世界70ヵ国以上で1,750店舗を展開するグローバル事業ネットワークを有し、その総収益の9割

以上は、アジア･アフリカ･中東地域で事業展開するホールセールバンキング・コンシューマーバンキング両

部門の事業収益から創出されています。 
 
グループでは、ステークホルダーである皆様の「真のパートナー」として長期的視野に立ったサステナビリテ

ィ（持続性）のある事業構築に取り組む傍ら、高いレベルでの企業統治（コーポレートガバナンス）を保持す

ると共に、社会的責任を果たし、環境保護と多様性のある人材育成にも力を注ぐことで、世界中の信頼を勝

ち得ています。現在、当行グループでは115 以上の国籍により構成される総勢75,000余名の行員を擁し、

そのほぼ半数が女性、また上級管理職は60の国籍から構成されます。 
 
 

 
 

日本･アジア地域におけるスタンダードチャータード銀行について 
 
日本におけるスタンダードチャータード銀行の歴史は、横浜にはじめての駐在員事務所を開設した 
1880 年にさかのぼり、今年で129年目を迎えました。現在では、東京支店（千代田区・山王パークタワー）お

よび丸の内支店（千代田区・岸本ビル）において約290名の従業員を擁しています。スタンダードチャーター

ド銀行は、アジア・アフリカ・中東の各地域で投資事業を展開する日本の企業法人・金融法人のお客様向け

にホールセール（大口金融）、カストディ、トレジャリー、トレードファイナンス等の金融サービスを提供するほ

か、2005年には個人のお客様向けに「プライオリティバンキング」部門を開設し、さらなる成長を続けていま

す。 
 
 
世界におけるスタンダードチャータードのウェブサイト（英語）: www.standardchartered.com
日本におけるスタンダードチャータード銀行のウェブサイト（日本語）: www.standardchartered.co.jp
日本におけるスタンダードチャータード銀行のウェブサイト（英語）: 
www.standardchartered.co.jp/index_english.html
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